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   From January, 1986 to April, 1990, combination chemotherapy with ifosfamide (or cyclophos-
phamide), adriamycin, cis-platinum and peplomycin was performed in 15 patients with hormonally 
resistant metastatic adenocarcinoma. Three patients had partial response (PR) and 9 remained 
objectively stable (ST). The median response duration of PR+ST (12) was 5.7 months (range 
2.8 to  18.0+). Three patients progressed while on this therapy. Of 8 patients with prior treatment 
of chemotherapy or chemo-hormonal therapy, 6 achieved an objective response (2 PR, 4 ST). 
   Severe toxicities occurred in 2 patients. One died of lung fibrosis induced by peplomycin and 
the other received urinary diversion for persistent hemorrhagic cystitis. 
   These results compare favorably with previous reports of chemotherapy treatment of metastatic 
prostatic cancer patients who failed on hormonal manipulation. However, careful treatment is 
needed for lung fibrosis and hemorrhagic cystitis.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1657-1662, 1991)




























で あ った,ま た15例中8例 は 再 燃 後 にCPMに よる
化 学 療 法 やestramustinephosphateによ る化 学 内
分 泌療 法 を す で に施 行 して い る.
投 与 方 法(Table2)当 初 はCPM(1日 目500
mg/m2)を使 用 して いた が 既 治 療 と してCPM単 剤
療 法 を施 行 して い る症 例 が 多 く,1988年以 後 はIFO
を 使用 してい る.今 回 の対 象 症 例 で はCAPP療 法 が
2例,IAPP療 法 が13例で あ る.IFOはL39/m2を
3日 間 連 続 投 与 し,2日 目 にADM40mg/mz,
CDDP25mg/m2を,3日 目にCDDP25mg/m2
投 与 す る.以 上 を1ク ー ル と し3か ら4週 毎 に施 行 し
た.PEPは クール に 関 係 な く1日 お きに5mg/body
を筋 注 し100mgに 達 した 時点 で終 了 と した.
治療 効 果 判 定 はNationalProstaticCancerPro-
ject(NPCP)4)および厚 生省 島 崎班 の薬 物 療 法 に お
け る臨 床 効 果 判 定基 準5)を用 い,原 則 と して化 学 療 法
開 始 後2ヵ 月 目に 行 った.原 発 巣 は 経 直 腸超 音波 断 層
法 に て最 大断 面 積 を 測 定 し50%以 上 の縮 小 を もっ て
PRと し,骨 病 変 は骨 シ ンチ グ ラ フ ィー で 効果 判 定 し
た.ま たperformancestatus,自覚 症状 お よび鎮 痛
剤 使 用量 の3点 か ら 自覚症 状 改善 度 を 判 定 し,1)な
し→ な し,2)著 明 改善,3)改 善,4)不 変,5)悪 化




















































15例の再 燃 癌 に 対 してIAPPあ るい はLAPP療
法 を1～5回,平 均3.3回施 行 した.Partialobjective
regression(PR)はIAPP療法 で13例中3例23%,
CAPP療 法 で は 認 めず,objectivelystab且e(ST)
はIAPP療 法 で7例54%,CAPP療 法 では2例100
0であ り,全 体 と して はPRは15例 中3例zo%(95
0信頼 限 界 ±ao/),PR+STは80%で あ っ た.奏 効
期 間 は2.8～18.0ヵ月,中 央 値 は5.7ヵ 月 で あ っ た
(Table3).また前 治 療 に 化 学 療 法 が 施 行 され て い る
群8例(化 学 内分 泌療 法 も含 む)と 非 施 行 群7例 とに
分 け て 検 討 した が 同等 の成 績 で あ った(Table4).
各病 巣 に対 す る効 果 をTable5に 示 す リンパ 節
お よびPAPに 対 す る反 応 は 良 好 でPR以 上 を 有 効
とすれ ば有 効 率 は そ れ ぞれ85.7%,70%であ った.し
か し前 立 腺 お よび 骨 の 反応 は 不 良 で 有 効 率 は それ ぞれ
18.z%,8、3%であ っ た.こ れ らを 厚 生 省 島崎 班 の薬
物 療 法 に おけ る臨 床 効 果 判 定 基 準 で 総 合 判 定 す れ ば
PR6例(40%)NC6例(40%)PD3例(20%)
で あ った.な お こ の判 定 基 準 に よるPR6例 とNC
+PD9例 の 再 燃 後 の 生存 率 を比 較 した が(Fig.1)












































































































1例はステロイ ド投与により軽快したが1例 は死亡 し
































































































































































































































1986年1月よ り1990年4月ま で に15例の再 燃 前 立 腺
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